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ビップシステムズ株式会社
AI推進室長
馬島 宗平

データレスクライアントの概要と導入事例

業務システムの変遷からひも解く
経営層のための次世代エンドポイントアーキテクチャ
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本セミナの目次

本セミナは、皆様の組織における業務用端末の導入戦略立案に役立つ情報を

当社の導入事例をもとに持ち帰っていただくことを目的としています。

--- 目次 ---

1. ビップシステムズ（株）紹介（インフラ構築やシステム開発をSESや派遣で実施）

2. 課題1 在宅勤務をどのように実現するか
✓ 在宅勤務実現方式（M方式・U方式・W方式・A方式）

✓ BYODの限界と全社員端末配布をする場合のVDIコスト比較

3. 課題2 業務システムのクラウド化（SaaS化、AI対応）にどう対応するか
✓ ネットワーク境界では守れない(端末・IDで、都度アプリ認証が必要）

4. データレスクライアントとPCサブスクを組み合わせたSPCSSの紹介
✓ SPCSSは、どのような要件に適し、また、適さないか
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１．ビップシステムズ株式会社の概要

社名 ビップシステムズ株式会社 https://www.bip.co.jp

本社所在地 東京都渋谷区桜丘町9-1 ビアンクォード
電話：(03)3463-1061 (代表)

設立 1976年11月

資本金 2000万円 （自己資本：17億円）

売上高 44.8億円 （2025年8月期）

従業員数 グループ全体 309名（内ビップシステムズ株式会社 270名）
（2026年4月1日現在）

事業内容 コンピュータに関する基礎技術及びソフトウェア受託開発

関連子会社 BIP SYSTEMS Vietnam Co., Ltd. http://www.bip.com.vn

2026年4月現在
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2．在宅勤務をどのように実現するか

既存の社内PCを遠隔操作



5© BIP Systems Corporation 2026

コロナ禍の緊急対応では、手元端末はBYOD（個人所有PC）、社内PCは既存PCを活用できるM方式が最適だった
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全社員端末配布をする場合のコスト比較

コロナ禍対応の緊急対策（特にPCのBYOD利用）は、課題が多かったので、当社では、全社
員（ここでは仮に300名とする）に業務用にノートPCを配布することとした。

ただし、当社の社員はSESが多く、顧客から顧客業務用PCを貸与されているケースが多いため

利用用途は社内業務、社内チャットが主体でありコストは極力抑える必要があった。
※右表の棒グラフの価格は、300名に新規導入した場合の手元PC以外のTCOをカタログ値で比較した
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社内LANを基本としつつ、社外拠点からは
VPNや専用船を用いて接続する境界型防御
が中心となりました

アクセスごとに信頼を確認する形態へと進化しました

専用回線と閉域網を使用し、外部からのインターネット接続は
存在しないため、社内設備そのものが強靭な境界でした

原則

入り口を管理することがセキュリティの基本でした

誰がどの端末で何に

3. 業務システムのクラウド化（SaaS化、AI対応）にどう対応するか
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社内回線に依存

Web会議などリッチなUXならローカル実行の「U方式」。ゼロトラストとBCPを極めるなら「W方式」。
M方式はオフィス環境への依存が最大の脆弱性となる。
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4.セキュアPCサブスクサービス（SPCSS）の紹介
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SPCSSは、U方式を利用
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SPCSSは、U方式を利用
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